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音楽の専門教科に挑戦♪ 

★ソルフェージュ

・音楽を聴き取り，正確に楽譜にする力

・楽譜から音楽を創造する力

・響きのバランスを聴き，音程を正確に歌う力

✎リズム打ち

✎リズム聴音

✎聴音
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★音楽史

・各時代の特徴的な出来事

・音楽家の作品

・各時代の音楽，様式の特徴や変化

１９世紀後半，イタリア・ドイツ・オーストリア・フランス以外の東欧・北欧地域で盛ん

となった（①     ）主義的な作曲傾向をもつ作曲家たち 

19 世紀後半にはいると，作曲家は自国の（②    ）のために，民族

の特性をいかした特有の音楽を書くようになった。 

これは（③        ）や（④        ）のように，すべ

ての国に通ずる作曲の仕方でなく，むしろ自国の民族のために，意識的にそ

の民族感情に訴えるものである。 

その特長は，各民族の持っている（⑤    ），リズム，旋律，民族舞

曲などを素材とし，民族の魂，民族の理想などを反映した独自のもので，和

声や（⑥     ）法にまでもその特性が現われている。 

民族主義的傾向は（⑦     ）主義の特徴のひとつであり，広い意味

では，ドイツにおけるシューマンやヴァーグナーなどの民族的自意識，イタ

リアにおけるヴェルディとリソルジメントの結びつき，フランスにおける国

民音楽協会の設立，ショパンにおける（⑧       ）への帰属意識な

どもその現れといえる。

バロック ウィーン古典派 ロマン派 ２０世紀 

前古典派 

初期ロマン派音楽 

（1800～30） 

パガニーニ 

ロッシーニ

シューベルト など

中期ロマン派音楽 

（1830～50） 

メンデルスゾーン

ベルリオーズ

ショパン など

後期ロマン派音楽 

（1850～90） 

ヴェルディ 

リスト

ヴァーグナー など 

【ノルウェー】 

グリーグ 

【フランス】 

サン＝サーンス

【フィンランド】 

シベリウス

【チェコ】 

スメタナ

ドヴォルザーク 

【ロシア】 

バラキレフ   キュイ 

ムソルグスキー ボロディン 

リムスキー＝コルサコフ

チャイコフスキー

ロマン派

国民楽派（1850～） 
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★演奏研究

・音楽に関する広範
こうはん

な知識の習得 

・古代ギリシャ～19世紀の音楽作品鑑賞

・社会環境の変化，楽器の改良，演奏法変遷

・各作品が持つ演奏上の目的と意義を考察

モデスト・ムソルグスキー

Modest Petrowitsch Mussorgskij 

（1839～1881） 

《作曲家の生涯と，音楽的特徴》 

裕福な家庭に育ち，陸軍士官学校を出てはじ

め近衛士官となったのち音楽に転じてキュイや

バラキレフなどと親交があった。生活のために

1863年からふたたび役人となり，終生官吏

を本職としながら音楽に献身した。 

ムソルグスキーは，バラキレフ，ボロディン，キュイ，リムスキー=コル

サコフらとともに，近代ロシア国民主義音楽を確立した「ロシア五人組」の

一人である。リムスキー＝コルサコフがよりドイツ的であり，キュイがより

フランス的であるのに反し，ムソルグスキーの音楽は，もっとも強烈なロシ

ア固有の国民性を反映した。 その表現法は現実的で写実的で，そしてまた

印象主義的で，のちのフランスの印象派音楽にも大きな影響を与えるまでに

至っている。ムソルグスキーなしに，フランスの印象派音楽を考えることは

できないとも言われている。

音楽は，形式は第二義的であって，音画的なイメージに主眼がおかれ，旋

律法，和声法，そして楽器法にも，独創的な道を歩んだ。そしてかれのすべ

ての作品におけるロシア的な色彩は，旋律において，またそのリズム法にお

いてはっきり認められる。音楽の特徴は，描写が自然で標題音楽的であり，

ドラマティクな点にある。 

主な作品 

オペラ「ボリス·ゴドゥノフ」，未完成の「ソロチンスクの市」

「ホヴァンシチーナ」

交響詩「はげ山の一夜」

ピアノ組曲「展覧会の絵」
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"Pictures from an Exhibition" 

ムソルグスキーの『展覧会の絵』は，副題である「ヴィクトール・ハルトマンの思い

出」が示すように，夭逝
ようせい

した建築家，画家，デザイナーであったヴィクトール・アレクサ

ンドロヴィッチ・ガルトマン（またはハルトマン，1834～1873）に捧げられた追悼の

音楽である。

ムソルグスキーの親友であったハルトマン死後，1874年にかれの残した絵画の遺作

展が催された。ムソルグスキーは，  展覧会における 10点の水彩画や設計図を選んで音

画的に描写した。それがこの「展覧会の絵」 である。その原曲はピアノ独奏曲である

が，のちの印象主義の音楽にも多くの示唆を与えた作品である。1874年に作曲されて

1886年に出版されたが， ムソルグスキーは，その公開演奏を聴くことなしに世を去っ

たのである。 この曲が今日のように世界的に有名になったのは， モーリス・ラヴェルが

オーケストラのために編曲したことによってである。

鎧のように卵の殻を身に

纏ったカナリアのひよこ

たちが踊る様子にインス

ピレーションを得た曲 

カタコンブとは，地下に掘られた共同墓地

のことである。ローマと明記されているも

のの，この曲のインスピレーションとなっ

た絵は，パリのカタコンブをランタンの光

をあててじっと見つめるガルトマン自身が

描かれたものと考えられている。

スラヴ風のかぶと型の丸

屋根をした，古ロシア的

石造り様式のキエフ市の

ための門が描かれてい

る。しかし，この設計図

は，結局，具現されるこ

とはなかった。

プロムナード 1.小人 2.古城 3.テュイルリー， 遊んだあとの子供のけんか

4.ブイドロ（牛車） 5.卵の殻をつけたひなどりのバレエ

6.ザムエル・ゴルデンベルクとシュムイル 7.リモージュの市場

8.カタコンブ－ローマ時代の墓 9.鶏の足の上に建っている小屋

10.キエフの大きな門

この絵画に当てはまる音楽や楽譜はどれでしょうか 
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《譜例》 

A 

B 
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C 



カリキュラム

教科 教科 

国語 国語表現 国語総合 現代文 B 保健体育 体育 保健 

地理歴史 世界史 A 地理 A 

外国語 

コミュニケーション英語Ⅰ

コミュニケーション英語Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅲ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 

公民 現代社会 

数学 数学Ⅰ 数学 A 家庭 家庭基礎 

理科 物理基礎 化学基礎 生物基礎 情報 社会と情報 

専門科目 
音楽理論（楽典 和声学） 音楽史 演奏研究 ソルフェージュ 合唱 合奏 

専攻実技 副専攻実技 

総合的な学習 

時間割（1年次） 

月 火 水 木 金 土 

1 ソルフェージュ 体育 体育 国語総合 国語総合 
世界史 A 

（100分授業）2 ソルフェージュ 家庭基礎 数学Ⅰ 英語表現Ⅰ 
コミュニケーシ

ョン英語Ⅰ

3 数学Ⅰ 家庭基礎 英語表現Ⅰ 合唱 
音楽理論 

（楽典） 特別授業 

（100分授業）

4 国語総合 
コミュニケーシ

ョン英語Ⅰ
ソルフェージュ 合唱 化学基礎 

5 世界史 A 国語総合 社会と情報 化学基礎 ソルフェージュ

6 体育 
音楽理論 

（和声学） 
合奏 

コミュニケーシ

ョン英語Ⅰ
演奏研究 

7 合奏 


